
スーパーグローバル大学創成支援（タイプＢ）明治大学 取組概要

【構想の名称】
世界へ！ ＭＥＩＪＩ８０００
―学生の主体的学びを育み、未来開拓力に優れた人材を育成―

【SGUの取組を通じて目指す大学の将来像】
グローバル化の進展によって、あらゆる情報が瞬時に世界に伝わり、政治、経済、文化などに大きな影響が及ぶ時代を迎

えています。環境、貧困、人権擁護などの世界規模課題に対しても地域の持つ歴史や文化に対する深い洞察を基礎に、各
国民の間の相互信頼を醸成し、協働して問題を解決でき、世界を変革できる、「未来を拓く人材」、すなわち「未来開拓力」に
優れた人材が求められています。明治大学は本構想を通じて、学生の主体的な学びを育み未来開拓力に優れた人材を育
成し、「主体的に学び、考え、行動し、多様な価値観の中で、新たな未来を切り拓くグローバル人材（卒業生毎年約８，０００
人）」を世界に送り出していきます。

【構想の概要】
本構想では、グローバル化がもたらす多様な価値の世界で、自ら考え、自ら意思決定し、自ら新しい価値を創造する「未来

開拓力」に優れた人材を育成するため、①明治の教育力を飛躍的に向上させる「総合的教育改革」をベースに、②主体的学
びを確立する３つの仕組み、③主体的学びを育むグローバル・キャンパスを整備してトップクラスの学生を育てるだけでなくボ
リュームゾーンの学生を含めた大学全体を底上げするものです。総合的教育改革に基づく「アクティブ・ターム」（必修科目を
配置しない学期と夏季または春季の休業期間を組み合わせた期間）を設定して学生・教員のモビリティを高め、以下の取組
を有機的に結合し主体的に学ぶ学生を育てます。
（１）主体的な学びを支える新たな教育方法（遠隔授業、反転授業、ＰＢＬ等）
（２）世界に飛び出す１００の国際プログラム（海外大学サマーセッション、海外インターンシップ等）
（３）学生による学生支援制度（ピア・ラーニング、認定学生組織による留学送出し・受入れ支援等）
（４）戦略的海外拠点（１５校）と国際ネットワーク（コンソーシアム）の整備
（５）国内での国際体験空間形成（留学生とのインテグレーション）
（６）研究拠点を活かした教育の高度化（産学官連携）

主体的学びを育むために最も重要な取組は学生の海外への送出しであり、毎年４，０００人（卒業・修了までに２人に１人）
を送り出し、海外で専門科目を学ぶことを実現します。また、一方で外国人留学生については、毎年４，０００人を受入れ、国
内における異文化空間を形成し、日本人学生と学びあう機会を創出して、世界で活躍できる人材育成のダイナミックなサイク
ルを生み出します。

１．構想の概要

【構想概念図】 【実施体制】



【１０年間の計画概要】

【特徴的な取組（国際化、ガバナンス改革、教育改革等）】

「総合的教育改革」における新たな教学システムの開発

柔軟なアカデミックカレンダーの設定を可能にする旨の大学設置基準の一部改正の主旨に基づき、平成２９年度から、１コ
マの授業時間を従来の９０分から１００分（５０分＋５０分）に変更し、各学期の授業期間を１４週とする「新たな授業時間割」を
決定ました。この決定により、法令上必要となる授業時間を正しく確保するとともに、今後は、１コマの授業時間の拡充と５０分
単位でのモジュールを活用し、柔軟な授業設計を可能とすることで、授業方法の質的転換、アクティブ・ラーニングの推進を
図っていきます。さらに、授業期間が１４週となり、ゆとりをもった学年暦が構築されることから、これを半分の７週で区切ること
で、各学部・各研究科の人材養成目的、カリキュラムに応じ、いわゆるクォーター授業の展開をこれまでより容易にする学年
暦上の枠組みを構築していきます。

この新たな授業時間割、学年暦が平成２９年度から実施された暁には、各学部・各研究科のカリキュラム上の工夫により、

必修科目や主要科目をクォーター期間で実施していくことで、学生が自らの履修上の工夫により、主体的な活動が可能となる
期間（アクティブ・ターム）を設けることが可能になります。学生はこのアクティブ・タームを自ら作り出し、活用することで、短期
留学、研修、実習、インターンシップ等の海外体験に積極的に出て
行けるようになります。 こうした学生の意欲に応える
ため、留学等の国際プログラムを整備する他、他学
部での特色ある講座や全学共通プログラム等、学生
が自ら学ぶ意欲に応える機会を提供していきます。
学生自らが「未来開拓力」に優れた人材として自ら
のキャリア・パスをデザインするために、国内外を問
わず多様な価値観に触れ、積極的に異文化体験を
積むための基盤整備の準備を確実に進めています。

〈 新たな授業時間割イメージ 〉

〈 総合的教育改革イメージ 〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

狛江インターナショナルハウスにおいて「コミュニティ・コーディネーター制度」を制定し、学生の学修や生活のサポート、
さらにはイベントの運営による寮生同士の交流を促進する目的でコミュニティ・コーディネーターとジュニア・コミュニ
ティ・コーディネーターを配置しました。

また、中野キャンパスには「国際日本学部国際交流活動推進室」を設置し、海外留学経験者による体験談や現地情
報等を、今後海外留学する学生や海外留学を目指す学生に伝える場として提供することで、学生相互のネットワークを
強化するとともに、学生の留学に対する意識をより促進しています。

優秀な留学生獲得のため、平成２６年度に「グローバル選抜助成金」、「私費外国人留学生特別助成金」の２つを新
設し、その給付に向けた選考を実施しました。当該制度については、平成２６年度に実施した海外協定校との連携強化
のための協議出張においても、広く周知しており、優秀な留学生獲得のための情報発信も強化しました。

ガバナンス改革関連

平成２７年３月に教員の資質向上のための国際ＦＤ研修を米国のネブラスカ大学
オマハ校にて実施しました。参加教員は、双方向型授業やアクティブラーニングの
実践方法等、英語による授業を前提とした実践的なスキルを習得しました。

また、海外研修（海外教育機関派遣型）制度において、平成２６年８月に１０名の
若手職員を国際化事業の推進等に関する資質向上のため、米国のカリフォルニア
大学アーバイン校に派遣しました。さらに、長期海外研修制度において、フルブラ
イト奨学金を獲得した職員を修士学位取得のため、米国の大学に派遣しました。

平成２７年３月３１日（火）に、文部科学省「スー
パーグローバル大学創成支援」採択記念シンポジ
ウム「東アジア地域における相互理解と相互信頼
の醸成～安定的に繁栄する東アジアの形成にむけ
て～」を開催しました。

本シンポジウムは、ノースイースタン大学、デュー
ク大学、北京大学、延世大学と協力し、招へい者に
よるパネルディスカッションに加え、学生によるプレ
ゼンテーションも実施し、高度な課題に関して自ら
考え、自ら解答を導くというグローバル人材には欠
かせない能力の開発を実践的に行いました。

〈マイケル・デュカキス氏（元マサチューセッ
ツ州知事）キーノートスピーチ〉

教学の最高意思決定機関である学部長会を、本事業を統括（マネジメント）する組織体としました。その下に、各種
政策の具体化を図るため、推進委員会を新設するための内規の整備しました。また、それらを支えるＳＧＵ推進プロ
ジェクトチームを全学の関係事務部署から招集し組織しました。

２．取組内容の進捗状況（平成２６年度）

グローバル化を推進するための組織再編として、グローバル教育センター（仮称）を設置する予定です。それに先立
つ国際化推進科目群（仮称）の検討体制を整備しました。また、テニュアトラックの導入について、他大学での導入状況
を調査し、本学の教員制度全体において、どのような形で導入するのが最適なのかについて検討を進めました。平成２
７年度中に関係校規の改正、平成２８年度に公募、採用等の手続きを行い、平成２９年度からの任用開始を目指してい
ます。

「学生による学生支援制度」設計

国際シンポジウム等の開催

グローバル選抜助成金、私費外国人留学生特別助成金制度の新設

〈学生によるプレゼンテーション〉

グローバル教育センター（仮称）の設置とテニュアトラック制度の検討

推進体制の整備および事務組織の設置の検討

海外研修の実施

〈 ネブラスカ大学でのＦＤ研修 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

“World Cities， World Class University Network” (WC２、幹事校：City 
University London)の 年次会合を開催し、世界の主要都市に所在する都市型
大学８大学が参加しました。３日間にわたる会合開催中は、本学教員も各テー
マに分かれた分科会（Club）に参加し、本学の研究活動の一端を大いにアピー
ルしました。

このような国際大学間ネットワークと積極的に連携することで、世界に開かれ
た都市型大学として、大学間連携を強化するとともに、教員自身の人的ネット
ワークについても深めることができました。

本学のＳＧＵ構想では、毎年、明治大学を卒業・修了する８，０００人全員を「未来開拓力に優れた人材」として社会に
送り出す計画です。「未来開拓力」を身に付けるためには、主体的学びが大切であり、その最も重要な手段は、海外へ
の学生の送り出しです。年間４，０００人の海外送り出しを計画しており、４年間では１６，０００人になります。本学の学生
数は約３２，０００人なので、学部生であれば卒業する４年間のうちに留学をする学生が半数という計算です。つまり、２
人に１人が留学することになります。

そして、留学を具体化させるのが「世界に飛び出す１００の国際プログラム」です。明治大学では、専門科目を英語で学
ぶことで世界に通用する強靭な知識・思考力と英語スキルの獲得が可能と考えています。例えば、夏期約３ヶ月間のサ
マーセッションでは、現在、ＵＣバークレーなど８つの大学と協定を締結し、多数の学生を送り出していますが、本プロジェ
クトではこれを２０大学、年間６００名に拡大します。他にも、留学支援機関のＥＬＳ等と連携した留学プログラム、ケンブ
リッジ大学ペンブルック・カレッジ夏期法学研修、短期留学講座「フレンチファッション・プログラム」、リヨン政治学院留学
プログラム、ディズニーワールド(Walt Disney World)提携セメスター・インターンシップ留学プログラムなど学生が世界に
飛び出すための１００の扉を用意します。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

海外へ毎年４，０００人の学生を送り出すという計画の一方で、留学生の受入れとし
て毎年４，０００人を受入れる予定です。本学は日本語学校の教職員が留学生に薦
めたい大学を選ぶ「日本留学アワーズ」で、文系部門３年連続１位を獲得し、留学生
の受入れにおいて高い評価を受けており、留学生への日本語教育強化も含め留学
生支援を充実させています。

「国内での国際体験空間形成」とは、このように毎年４，０００人受け入れる留学生と
交流するプログラムであり、海外留学をしなくても国内で国際体験を可能とする場と
機会の提供のことです。人気の高いCool Japan Summer Program、Law in Japan 
Programなどの日本語短期プログラムにおいて交流させ、またノースイースタン大学、
南カリフォルニア大学等の学生受入れプログラムでは、学生同士での議論の場を設
けており、今後さらにこうした機会を増やします。地域連携活動では、「地域活性化へ
の提言」を行う課題解決型の学生派遣プログラムを実施しており、これに外国人留学
生も参加することで地域連携の相乗効果を引き出していきます。

〈 ＷＣ ２総会 〉

教育改革関連

平成２７年２月２４日（火）に、TOEFL等外部テスト利用の入試改革についてのＦＤ研修として、英語の４技能「聞く」、

「話す」、「読む」、「書く」を熟知した専門家を招へいし、学内講演会「英語教育・大学入試改革～４技能測定試験の活
用について」を開催しました。同講演会では、外部テスト利用入試の意義や活用方法に加えて、他大学での導入事例も
紹介されました。

本学に留学を希望している受験生や、本学の英語学位コースに在籍している学生及び英語で授業を学びたいと考え
ている学生のため、平成２９年度から講義科目のシラバスを全て英訳し、国内外から英語版シラバスを閲覧できる環境
を整えるため、英語版シラバスの公開システムの開発を進めました。

TOEFL等外部テスト利用入試のための講演会

英語版シラバス公開システムの開発

国内での国際体験空間形成

世界都市東京からの知の創造

世界に飛び出す100の国際プログラム

〈山中瑚セミナーハウスにて
ノースイースタン大学生との議論の様子〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

ガバナンス改革関連

１． 海外研修等の実施

教員の資質向上のための国際ＦＤ研修を米国のカリフォルニア大学アー
バイン校にて実施しました。８名の参加教員は、双方向型授業やアクティブ
ラーニングの実践方法等、英語による授業を前提とした実践的な教授法を
習得しました。

また、職員については、国際化推進を担う中核人材育成のため海外での
留学・就労体験型研修をカリフォルニア大学デービス校（１１名派遣）で実施
しました。１１名の参加者は、帰国後、大学の経営陣（理事長、理事）らに対
し、研修成果の報告と明治大学の運営に関する提言を行いました。

加えて、平成２８年度にセーデルトーン大学（スウェーデン）へ職員を１年
間派遣することを決定し、海外大学とのネットワーク構築や海外高等教育
事情に精通した人材の育成に取り組んでいます。

教育改革関連

〈 カリフォルニア大学デービス校でのプレゼンテーション 〉

３．取組内容の進捗状況（平成２７年度）

１． 新たな授業時間割の導入と総合的教育改革の推進

平成２９年度より、新たな授業時間割（１コマ１００分：５０分モジュール×２）を導入することになりました。新たな時間
割は単に９０分から１００分へ１コマの授業時間を拡充するだけでなく、「授業の質的転換に向けた授業方法の多様化」
に対応し、授業の適性に応じて弾力的な授業を行なうことを目指しています。そのため「１００分授業導入に係る授業方
法研修会」を開催し、他大学のアクティブ・ラーニング事例等を交え、本学の授業を質的に転換していくための方法論の
報告・質疑を行いました。

また学年暦についても、各学期とも１４週となる授業期間を前半と後半の７週ごとに区分けすることも可能な「柔軟な
学年暦」の導入を予定しています。新たな学年暦では従来の半期セメスター科目を原則としつつ、各学部・大学院の授
業目的・方法・教育効果の面または国際化推進施策に応じ、７週完結による集中型授業の展開も可能となります。これ
により、各学部の国際化政策等に応じて、学生が留学しやすくなる環境を整備できる仕組みの構築を目指しています。

２． ＩＲ運営委員会の設置と分析レポートの発行

ＩＲ運営委員会を設置し、データの側面から意思決定を支援する体制を整備しました。委員会では、全学レベルのデータ
ウェアハウスを構築し、分析に資するＩＲデータベースの運用を開始しました。それに伴い、各学部執行部と「データに基
づく教学運営」について意見交換を行い、その結果を踏まえ、教育データを分析したレポート「IRデータカタログ（2015
年）」を発刊し、外国人留学生の学習傾向などを明らかにしました。今後は、主に教育改善を目的とした調査分析と報告・
提言を行います。

１． 学生の語学レベル向上のための取組み

実践的な英語力を身に付けるため、「実践的英語力強化プログラム」を開講しています。平成２７年度はTOEFLや
IELTS試験対策講座、海外にいる専門講師からの遠隔授業、マルチデバイスに対応したe-Learning講座など４つのプロ
グラムを開講し、１，１２５名の学部生・大学院生が受講しました。また、アメリカの英語教育機関ELSと連携した「インテ
ンシブアカデミック英語プログラム」を新たに開講し、２月期１４名、３月期１３名が受講しました。

平成２８年度からは、全新入生が入学時点でTOEICもしくはTOEFLを受験し、１年次の英語クラス編成やレベルチェッ
クに活用することになりました。さらに、半数以上の学部においては、１年次秋学期にも受験し、２年次の英語クラス編
成等にも活用することになりました。

２． 外国語による情報発信および海外向け広報の強化

優秀な留学生の獲得のため、英語による大学及び学生生活紹介動
画「About Meiji University」、「Life at Meiji University」を制作し、国内外
への情報発信を強化しました。また、アセアン３か国（インドネシア、シ
ンガポール、ミャンマー）の各国テレビ放送局「WAKUWAKU JAPAN」に
て本学の特集番組を放送するとともに、各国新聞への広告掲載、バ
ナー広告を北米や米国西海岸等に向けて発信しました。

さらに、明治大学の特長を２５のトピックで分かりやすく伝えるPRサイ
ト「ALL ABOUT MEIJI～Meiji in Numbers」を開設し、日本語を含む１０
か国語で展開するなど海外向け広報を強化しています。 〈 ALL ABOUT MEIJI～Meiji in Numbers 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

■ 大学独自の成果指標と達成目標

２． TOEFL等外部試験の学部入試への活用

各学部の教職員を対象に、「英語資格・検定試験の入学試験における活用に関する勉強会」を開催し、社会の動向、
他大学や他学部の状況について、一般選抜入学試験での導入を決定した学部の事例等を紹介しつつ、勉強会をおこ
ないました。また、入学センターにおいて各種外部試験の情報を収集し、定期的に各学部等に周知しました。

平成２９年度入学試験より、一般選抜入試においては経営学部が英語４技能試験活用方式を導入することを決定し、
特別入試においては商学部が大学入試センター試験利用特別入学試験においてTOEFL利用の募集枠を設定、政治

経済学部がグローバル型特別入学試験を新規導入、国際日本学部がイングリッシュ・トラック入試の出願資格を日本
国籍者にも拡大すること等を決定しました。

ＴＯＥＦＬ等外部試験を活用することで、従来の入試では測ることができなかった「聞く」「話す」「読む」「書く」の英語４
技能から学生の語学能力の判定を行うことが可能となるとともに、語学力のみならず、異文化理解や論理的思考力を
有し、積極的かつ主体的に海外で学習する資質を持った学生を選抜できる体制が整いました。

１． 外国人留学生受入れ促進と国内での国際体験空間形成

海外へ毎年４，０００人の学生を送り出すという計画の一方で、外国人留学
生の受入れとして毎年４，０００人を受入れる予定です。本学は日本語学校の
教職員が留学生に勧めたい大学を選ぶ「日本留学アワーズ」で、私立大学文
科系部門（東日本）で４年連続１位を獲得し、留学生の受入れにおいて高い評
価を受けており、留学生への日本語教育強化も含め留学生支援を充実させて
います。

「国内での国際体験空間形成」とは、このように毎年４，０００人受け入れる留
学生と交流するプログラムであり、海外留学をしなくても国内で国際体験を可
能とする場と機会の提供のことです。人気の高いCool Japan Summer 
Programや日本語短期プログラム等の短期受入プログラムでは、学生サポー
ターやボランティアを募集し、異文化交流の場を提供しています。

また、平成２８年度からは和泉キャンパスの国際交流ラウンジにおいて
「English Cafe」をオープンする他、外国人留学生が入居する寮における「学生
レジデントサポーター」制度の活用や「地域交流プログラム」の新規展開等、国
内での異文化体験空間を提供していきます。 〈 和泉キャンパスで開講するEnglish Cafe）

〈日本留学アワーズ ４年連続１位受賞）

１． 多様な国際プログラムと海外留学支援体制の拡充

本学の「スーパーグローバル大学創成支援」構想は、毎年、明治大学を卒
業・修了する８，０００人全員を「未来開拓力に優れた人材」として社会に送り出
す計画です。学生が「未来開拓力」を身に付けるためには主体的学びが大切で
あり、中でも最も重要な手段は、海外留学です。８年後には、年間４，０００人の
学生を海外へ送り出し、２人に１人が卒業までに留学することを目指しています。

そのため現在、明治大学では、カリフォルニア大学バークレー校とのサマー
セッション、リヨン政治学院留学プログラム、ディズニーワールド(Walt Disney 
World)提携インターンシップ留学プログラムなど、多様な国際プログラムを展開
しています。また、海外留学を希望する学生への支援として、平成２５年度より
実施している「海外留学カウンセリング」制度に加えて、平成２７年度より各キャ
ンパスにおける「海外留学フェスタ」の新規開催（平成２８年度も継続開催）や、
平成２８年４月からは和泉キャンパスに「海外留学相談窓口」を開設しています。

〈リヨン政治学院留学プログラム 〉

〈 海外留学フェスタの様子 〉

２． 明治大学アセアンセンターの機能強化

タイ・バンコクに設置する明治大学アセアンセンターでは、ASEAN地域の外国
人留学生を対象とした渡日前日本語教育や明治大学キャンパスとの遠隔授業
等を実施してきました。当該地域への海外留学プログラムでは、明治大学アセ
アンセンターが派遣学生の生活相談やサポートに加えて、緊急時の現地派遣
学生の安否確認等の危機管理において、最前線の役割を果たしてきており、
機能強化を図っています。



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

１．カリフォルニア大学（ＵＣ）４大学へのサマーセッション留学の全学展開

同プログラムは、春学期に原則として約１２週間留学し、カリフォルニア大
学４大学の現地学生と共に正規授業を履修することが可能です。平成２８年
度は４校合計で２９名の学生を派遣しました。平成２８年１０月にカリフォルニ
ア大学バークレー校（UCB）からプログラム担当のコール・ハリー氏を招いて
開催した「２０１７年度カリフォルニア大学バークレー校プログラム」の説明会
では、UCBへの留学を希望する学生約１００人が参加しました。なお、平成２
８年度までは政治経済学部生のみを対象としていましたが、平成２９年度か
ら全学部生に拡大し、カリフォルニア大学のバークレー校、ロサンゼルス校、
アーバイン校およびデービス校のサマーセッションズを実施し，３３名の学生
の派遣を予定しています（平成２９年５月１日現在）。

ガバナンス改革関連

１．総合学生情報データベースの運用開始と「ＩＲデータカタログ（２０１６年度版）」の発行

ＩＲ運営委員会では、学籍システムと連携して、新たに学生個々の入学から学習成果
（単位修得、GPA）、進路に至る情報を網羅した「総合学生情報データベース」を構築し、
学習と進路の関係から、入試改善やカリキュラム改善を検討するデータ提供を開始しまし
た。データの要点を整理した分析レポートをもとに、「ＩＲに関する学部長会懇談会」を開催
するとともに、各学部役職者と「データに基づく教育改善」について意見交換を行い、その
結果を踏まえ、「IRデータカタログ（２０１６年度版）」を発刊しました。同冊子では、高校時
の成績とＧＰＡの関係の他、特に外国人学生と日本人学生の比較において、ＧＰＡが進路
決定に与える影響や、就職時における業種選択の特性を明らかにしました。

現在、日本人学生の語学スコアのデータ化も進めており、今後は、国際的な教育に関
わるカリキュラム改善の調査分析と報告・提言を行います。

２．人事部の設置

グローバル化の進展に伴い、大学が将来にわたって持続的に発展していくためには、大学の構成員の一翼を担う職
員が個々の能力を向上させるのみならず、組織全体の力量を高度化させることが求められています。そのため、新た
に人事部を設置することを決定し、人事諸制度の検討、戦略的な職員採用・人材育成の展開、キャリア形成支援研修
の推進等、人事機能の強化を目指しています。

教育改革関連
１．アクティブ・ラーニング事例集の発行及びファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の実施

本学の教員が既に各自で実施している授業における教授方法の工夫事例を収集し、これを「授
業における教育効果を高めるための工夫（アクティブ・ラーニング等）事例集」として取りまとめ平成
２９年１月に発行しました 。合わせてＦＤの一環として、この事例集をもとに各学部教授会で研修を
実施しました。本学は平成２９年度から１コマ１００分の授業時間割を導入したこともあり、これまで
教員相互で知り得なかった授業の進め方・工夫等についての情報を共有し、教員それぞれが自身
の授業を改めて見つめ直し、そのヒントを得る良い機会となりました。

〈 ２０１７年度UCBプログラム説明会 〉

２．ＴＯＥＦＬ等外部試験の学部入試への活用

平成３０年度入学試験より、一般選抜入試において商学部が募集人員枠を設けて英語４技能試験利用方式を導入し、
国際日本学部が英語４技能試験で一定の水準に達した者には英語の点数を満点（２００点）に換算し、入試当日の英
語の受験を免除する入試制度を導入しました。また、平成３１年度入学試験より、共通の試験問題によって１０学部が
同時に実施し、一度の受験で複数学部を併願が可能な全学部統一入学試験において、英語資格検定試験の利用を
検討しています。

２．世界大学ランキング（THE）へのランクイン

イギリスの教育専門誌Times Higher Educationが平成２８年９月２１日に発表した「World University Rankings（世界大
学ランキング） ２０１６-２０１７」にランクイン（８０１+位）しました。本学が同ランキングにランクインするのは初めてです。
また同誌が平成２９年３月１５日に発表した同ランキングのアジア版である「アジア大学ランキング２０１７」にもランクイン
（２５１+位）しました。

〈 ＩＲデータカタログ 〉

４．取組内容の進捗状況（平成２８年度） 【明治大学】

〈 アクティブ・ラーニング事例集 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

１． Math Everywhere：数理科学する明治大学－モデリングによる現象の
解明－

本学は世界的都市「東京」の中心にキャンパスを持つ都市型総合大学です。
「都市型」とは単に首都に立地するだけでなく、知の集積が進み先端研究が
活発であることも特徴です。

平成２８年度には文部科学省の「私立大学研究ブランディング事業（タイプB
【世界展開型】）」に先端数理科学インスティテュート（MIMS）を参画組織とした
事業が選定されました。事業名は、「Math Everywhere：数理科学する明治大
学—モデリングによる現象の解明—」で、支援期間は５年間です。

本事業を通じて、「（１） 生物、社会システムの形成と破綻現象のモデルから
の解明」「（２） 錯覚現象の解明と利用へのモデルからの接近」「（３） 金融危
機の解明に向けたモデルからの接近」「（４） 産業イノベーションをもたらす折
り紙工法の幾何学モデルからの貢献」「（５） 機械学習に基づく感性モデルに
よる快適介護空間の構築」の５つを研究課題と定め、社会に現れる複雑現象
に関連する緊急課題の解明に取り組んでいきます。

■ 自由記述欄

１． ＡＳＥＡＮ・ＣＬＭＶ１５大学との連携プログラムを始動

文部科学省が公募した平成２８年度「大学の世界展開力強化事業～アジア諸国等との大学間交流の枠組み強化～」タイ
プB（ASEAN地域における大学間交流の推進）に、本学の申請した「CLMVの持続可能な都市社会を支える共創的教育シス
テムの創造」が採択されました。

近年、経済成長が目覚ましいカンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナムといったCLMV諸国。しかし、こうした急速な都市化
は、都市の過密と地方の過疎（高齢化）、環境破壊や公害、地域的な経済格差などを生み出す危険性を孕んでおり、この
是正に長い時間と大きなコストを伴うことは、CLMV近隣諸国の実態を見ても明らかです。こうした実情に鑑み、本構想では、
ASEAN・CLMV諸国の連携１５大学と共に、日本の過去の教訓を踏まえた「先進的なアジア型の将来都市構想」と、これを
実現する「共創的教育システム」を創造することを目的としています。

本学学生と発展途上にあるCLMV諸国の学生とが協働することで、異なる視点から自国の問題を理解すると同時に自国
の問題の特殊性を自覚し、経済や技術の発展段階を超えて共通の問題にアプローチできる専門知識や能力を養い、言語
や文化の違いを超えて現実的な合意や価値の形成（共創）を実現できる人材の養成を目指します。

２．国連事務総長を表敬訪問

土屋学長一行が、平成２９年５月１日、明治大学名誉博士アントニオ・グ
テーレス氏の国連事務総長就任に際し表敬訪問をしました。

本学は平成２６年１１月に同氏の社会的実績や世界平和に向けた人道的
課題解決への多大なる貢献を高く評価し、名誉博士学位を贈呈しています。

今回の訪問では、改めて就任の祝辞と、世界平和への貢献に向けた期待
を伝えた後、本学が行っている難民入試の現状、難民問題への取組みにつ
いて報告を行い、これらに対する助言をいただきました。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

１．English Café（イングリッシュカフェ）の開設

日本人学生と外国人留学生が交流する場として、「English Café（イングリッ
シュカフェ）」を主に文系学部の１・２年生が学ぶ和泉キャンパスに開設しました。
イングリッシュ・カフェでは、外国人留学生がナビゲーターとなり、毎週３回（１回
２～３時間程度）、世界各国の文化と英語の日常会話に触れ、語学・コミュニ
ケーション力の強化を図るとともに相互の異文化理解力を培うことを目的として
実施しています。また、日本人学生が英語を用いて日本紹介の場とする
Discover Japanの取組みを次年度に実施することに先立ち試行し、相互交流に
よる学び合いの場の活性化が図られることを確認しました。

〈 English Café 実施風景 〉

【明治大学】

"UN Photo/Eskinder Debebe" 

〈 国連事務総長と固い握手を交わす土屋学長 〉



５．取組内容の進捗状況（平成２９年度） 【明治大学】

国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

１．海外トップユニバーシティへの留学者の拡大

平成29年度から全学に拡大したカリフォルニア大学（UC）4大学へのサ
マーセッション留学は、春学期に原則として約１２週間留学し、現地学生と
共に正規授業を履修するプログラムです。有力な留学先として学生の認
知が高まり、平成30年度は44名の学生を派遣します（対前年比3割増）。

加えて、特に高い成績・語学要件が求められるスタンフォード大学、ペン
シルベニア大学及びハーバード大学のサマーセッションへも、平成30年度
から複数名の学生を派遣予定です（平成30年5月1日現在）。

ガバナンス改革関連

学生総合情報データベースに基づいた教育改善に資するＩＲの利活用

ＩＲ運営委員会では、学生個々の入学から履修情報、学習成果（単位修得、GPA、外部語学検定試験結果等）、進
路に至る情報を網羅した「学生総合情報データベース」を全学的に確立し、個別学部・学科レベルで入試やカリキュラ
ム改善の検討を可能とするデータ提供を始めました。 「学部長会」においてデータの要点を整理した分析レポートを
報告し、主にＴＯＥＩＣスコア分布別の経年比較や国際的な教育に関わるカリキュラム改善の分析調査結果などを共有
しました。また、上記データベースからダッシュボード開発も行い、学部・学科単位の志願者・入学者等の人数、同高
等学校別人数、卒業生・留年生・退学生数の経年比較が、ＰＣ画面上で１つのレポートとして把握することが可能とな
りました。２０１８年度には各種ダッシュボード等を用いて、学生の学習成果や本学の教育活動を全学的に把握しなが
ら、学部・学科単位にも共有化し、自律的な改善・改革を支援していく予定です。

３．「明治大学学生海外トップユニバーシティ留学奨励助成金」制度を新設

優秀な学生の海外トップユニバーシティへの留学を促進するため、「明治大学学生海外トップユニバーシティ留
学奨励助成金」制度を新設しました。この助成金は返還の必要がない給付型助成金で、本学が指定する海外トップ
ユニバーシティに協定留学または認定留学の制度を利用して留学する学生に対し、選考のうえ支給します。本奨励
助成金には2種類あり、「海外トップユニバーシティ留学奨励金Ｓ」は約5名に対し1学期間あたり300万円を上限とし
て支給します。「海外トップユニバーシティ留学奨励金Ａ」は、約35名に対し1学期間あたり100万円を上限として支給
します。

４．—留学生と日本人学生が共に生活し・学ぶ—明治大学グローバル・ヴィレッジ 平成31年春オープン予定

グローバル化が進展する世界に挑む明治大学の国際化推進、共創的学習・教育の推進の一環として、和泉キャ
ンパスに200室規模の国際混住寮を整備します。この国際混住寮は、単なる学生の居住の場ではなく、留学生と日
本人学生が生活の場を共有する「学びの場」として位置づけています。教室だけでなく様々な環境における学生の
主体的な学びを獲得することを目的として開設します。

〈 外観イメージ 〉 〈 居室イメージ 〉〈 共用リビングイメージ 〉

〈 カリフォルニア大学バークレー校での授業風景 〉

２．経営系大学・大学院国際認証機関のＥＰＡＳ認証を日本で初めて獲得

明治大学専門職大学院グローバル・ビジネス研究科（明治大学ビジネススク
ール：MBS）は、経営系大学・大学院の国際認証機関EFMD（本部：ベルギー・
ブリュッセル）からEPAS認証を日本で初めて獲得しました。MBSがEPASを獲得
できたのは、全学的なグランドデザインに基づき、ファミリービジネス及びスター
トアップビジネスの経営教育に特化したクラスター（科目群）の設置、ILO（教育
効果達成度目標）の明確化、英語による専門科目の提供、社会人学生を対象
とした短期海外研修の単位科目設置などが評価されたものと考えています。
MBSはこれからも、総合的な実践的MBA教育と、ファミリービジネス、スタートア
ップビジネスの特化分野における国際基準に基づくMBA教育を進めます。



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組（タイプBのみ）

産学連携で日本初発酵熟成肉製造技術「エイジングシート」を開発

本学は世界的都市「東京」の中心にキャンパスを持つ都市型総合大学です。
「都市型」とは単に首都に立地するだけでなく、知の集積が進み先端研究が活
発であることも特徴です。

産学連携事業の一環として（株）フードイズムと熟成肉の共同研究を開始し、
このほど、安定した品質でかつ迅速に発酵熟成肉を製造することができる日
本初の発酵熟成肉製造技術「エイジングシート」（特許出願中）を開発しました
。また，「エイジングシート」を安定的に製造し、販売・展開することを目的とした
明治大学発となるベンチャー企業の（株）ミートエポックが設立されました。

■ 自由記述欄

世界に誇る研究を動画で発信 “Incredible Senseis at Meiji University”を公開

日本や世界を牽引する研究を世界に向けて発信するため、ＰＲ動画“Incredible Senseis at Meiji University”を制作、
特設サイトを公開しました。音声は英語、字幕は英語と日本語で研究者の取り組みを紹介しています。社会貢献を目指
す本大学の最先端の研究成果を、研究者のみならず広く一般の方にもわかりやすく、楽しく見ていただくため、アニメー
ションや研究者本人の語りを交え、軽快な音楽やナレーションで工夫を凝らした魅力的な動画コンテンツです。日本社
会のグローバル化を牽引する大学として、日本や世界をリードする研究を世界へ向けて積極的に発信し、海外におけ
る本学の認知度の向上を図っています。

【明治大学】

教育改革関連
ＴＯＥＦＬ等外部試験の学部入試への活用

平成３０年度入学試験は経営学部に続いて、一般選抜入試において商学部が募集人員枠を設けて英語４技能試験
利用方式を導入し、国際日本学部が英語４技能試験で一定の水準に達した者には英語の点数を満点（２００点）に換
算し、入試当日の英語の受験を免除する入試制度を実施しました。また、平成３１年度入学試験より、共通の試験問題
によって１０学部が同時に実施し、一度の受験で複数学部を併願が可能な全学部統一入学試験においても、農学部、
経営学部、国際日本学部、総合数理学部が英語４技能試験方式を導入することが決定しました。入試制度・募集人数
も両面において、門戸が着実に拡大しています。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

留学に必要な語学力を強化「留学志望者対象英語プログラム」の開始

将来留学を希望している学生を対象に、在学中に留学を実現することができるよう、留学に必要な語学力の強化を
目的として、 平成29年度まで開講していた「実践的英語力強化プログラム」を、平成30年度から「留学志望者対象英語
プログラム」として開講します。 本プログラムはレベル別・スキル別にカリキュラムが設計されているため、自身のニー
ズに合わせて、受講プログラムを選択することが可能です。また、本プログラムの他、英語学習に関するミニムービー
（English Learning Tips Movies）の閲覧や、英語学習の個別相談を行う「英語学習アドバイジング・オフィスアワー」等の
学習支援を活用することができます。

〈 共同記者発表の様子〉
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